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論 文 内 容 の 要 旨 
 胸腔鏡下食道切除術は胸部食道癌に対する低侵襲手術として行われており、これまで術後３ヵ月の遠隔期に
おいて従来の開胸手術と比較し呼吸機能が維持されていることを報告した。しかし、術後早期における胸腔鏡
下手術の有用性は明らかではない。胸部食道癌根治術後１ヶ月以内の呼吸機能回復における胸腔鏡下手術の有
用性について検討した。 
 2003年４月から2005年12月の期間に、当科で胸部食道癌根治術を施行した35例（胸腔鏡下手術群：21例、通
常開胸手術群：14例）を対象とした。 
 両群とも、食道切除後は上腹部正中切開をおき後縦隔経路胃管再建を行った。そのうえ周術期管理も同様と
した。術前および術後７、14、28日目に呼吸機能を測定し、以下の項目（肺活量、１回換気量、努力性肺活量、
１秒量、１秒率、最大呼気中間流量）について比較した。両群において、年齢、性別、BMIおよび病理組織学的
背景に差はみられなかった。また、胸腔内操作における手術時間、出血量、郭清リンパ節個数に差はみられな
かった。 
 肺活量は、術後14日目で通常開胸手術群に比べて胸腔鏡下手術群が早く回復する傾向がみられ、さらに術後
28日目では有意に回復が早かった。努力性肺活量も、術後28日目で胸腔鏡下手術群が有意に早い回復を示した。 
 胸腔鏡下手術群は、経口摂取を開始する術後14日目から呼吸機能は早い回復を示し、誤嚥性肺炎予防の観点
から優位であった。胸部食道癌根治術後１ヶ月以内の術後早期においても、胸腔鏡下手術は患者のQOLの向上と
いう点で推奨されると考えられた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、胸部食道癌根治術後１ヶ月以内の呼吸機能回復における胸腔鏡下手術の有用性を示したものであ
る。胸腔鏡下手術後では、術後14日目より通常開胸手術後と比較し呼吸機能は早い回復を示し、誤嚥性肺炎予
防の観点から患者のQOLの向上につながることが示唆された。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与され
るに値するものと判定された。 
